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士後期課程入学,平成 25 年 4 月には鹿児島国際大学助教として採用され,平成 26 年 3 月,
日本女子大学大学院を満期退学,同 4 月には鹿児島国際大学大学院福祉社会学研究科博士
後期課程入学した.その間,独立行政法人日本学術振興会特別研究員(DC2)に採用され,また
日本学生支援機構「特に優れた業績による奨学金の返還免除」を受けている.本学大学院の
博士後期課程の在学期間は 1年であるが，著書・論文などの業績により，大学院学則第９
条３及び同学位規程第 13条により, 研究科会議で「優れた業績」を上げたものと評され,
博士予備審査論文に続き，博士論文本審査論文の提出が認められた.学会における研究活動
も精力的で,本研究科が求めている査読付き論文 2 本以上という要件も当然にクリアして
いる. 
 
２.本論文の研究方法・完成度 
本研究では,社会的養護児童に対する代弁型権利擁護システムである,イングランド及び
ウェールズの独立子どもアドボカシーサービスの提供体制と運用の実際と意義と課題を明
らかにし,日本の社会的養護児童に対する代弁型権利擁護制度化への提言を行うことを目
的としている.この目的は概ね達成されており,「権利代弁機能」を,エンパワメントやアド
ボカシーの理論研究から再定義し,その視点で日本の制度の課題を見出した点や独立アド
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ボカシーサービスに関する研究で制度及び提供方法を整理した包括的な論文となっている
点などは本論文の特徴として評価したい.本論文は,先行研究を踏まえ,研究目的の明確さ
や論旨の妥当性を有し,論文の完成度がきわめて高い. 
 
３．本論文の特徴と課題 
本研究の特徴は,上記に加え,イングランド・ウェールズのアドボカシーサービスの制度
や提供方法を明らかにしただけではなく,日本への導入について具体的に構想した点であ
る.本研究で得られた成果としては，①日本の子どもの権利擁護において述べられなかった
子どもの聴かれる権利を実質化するための「権利代弁機能」を，成人分野・諸外国の子ど
もアドボカシーに関する理論研究から再定義し，その視点で日本の制度の課題を見出した
こと，②イングランド及びウェールズでの独立アドボカシーサービスに関する研究でも，
制度及び提供方法について整理した包括的な論文は他にないこと，③イングランド・ウェ
ールズのアドボカシーサービスの制度や提供方法を明らかにしただけではなく,日本への
導入について具体的に構想を試みた点が挙げられる．これらの研究の成果は，同時に研究
上のオリジナル性として評価されるものと言えよう．また，本論文の研究方法は適切で，
科研調査などに裏打ちされて主体的に行われており，その結果，先行研究に対峙し得る発
想や着眼点がみられ，それらが一定の説得力を有していることも本研究の価値を高めるも
のとなっている． 
 
４．論文の審査結果 
本研究の特徴は,上記に加え,イングランド・ウェールズのアドボカシーサービスの制度
や提供方法を明らかにしただけではなく,日本への導入について具体的に構想した点であ
る.子どもの意見表明権・聴かれる権利についての本研究は，相当の準備期間を経た力作で
あると評価することができる．権利代弁機能の日本への導入の妥当性の検討が残されてい
るものの，本研究は社会福祉学の領域の発展に大きく寄与する学術的意義を有し，学問的
価値が高い．したがって，審査委員会は本論文を博士（社会福祉学）の学位論文に相当す
るものと全会一致で評価した． 
 
